
第７回匝瑳市子ども・子育て会議  

会議次第  

 

平成３０年３月２６日（月）  

午後１時００分～２時００分  

匝瑳市民ふれあいセンター  

１階  談話室  

 

 

 

１ 開    会  

 

 

２ 委員自己紹介  

 

 

３ 議    事  

（１）会長及び副会長の選出について 

（２）匝瑳市子ども・子育て支援事業計画の中間見直しについて 

（３）匝瑳市子ども・子育て支援事業計画の点検評価について  

（４）その他  

 

 

４ 閉    会  

 

 

 



匝瑳市子ども・子育て支援事業計画の中間見直しについて 

 

匝瑳市子ども・子育て支援事業計画 第５章 量の見込と確保方策 

（１） １号認定（幼稚園及び認定こども園）３歳～５歳児 

【量の見込みと確保方策】   変更前                                               単位：人 

 現状 
提供 

可能量 

実施時期 

平成 

27 年度 

平成 

28 年度 

平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

平成 

31 年度 

①量の見込み 131 400 180 176 172 163 160 

②確保 

方策 

特定教育･保

育施設（幼稚

園・認定こども

園） 
  280 280 280 280 280 

②-①   100 104 108 117 120 

【量の見込みと確保方策】   変更後                                               単位：人 

 現状 
提供 

可能量 

実施時期 

平成 

27 年度 

平成 

28 年度 

平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

平成 

31 年度 

①量の見込み 131 400 180 176 172 163 160 

②確保 

方策 

特定教育･保

育施設（幼稚

園・認定こども

園） 
  280 180 180 226 226 

②-①   100 4 8 63 66 

 

単位：人 

利用定員の変更 変更前 変更後 比較 時期 

八日市場幼稚園 １４０ ９０ ▲５０ 平成２７年９月１日規則改正 

のさか幼稚園 １４０ ９０ ▲５０ 平成２７年９月１日規則改正 

計 ２８０ １８０ ▲１００  

平成２７年７月の子ども・子育て会議（書面審議）で承認。 

あかしあこども園 

（幼稚園部分） 
０ ４６ ４６ 平成３０年４月１日開園 

あかしあ幼稚園 

（旧制度・対象外） 
１００ ０ ▲１００ 平成３０年３月３１日廃園 

平成２８年４月の子ども・子育て会議であかしあこども園の定員について協議。 



（３） ２号認定（幼稚園、保育所及び認定こども園）３歳～５歳児 

【量の見込みと確保方策】   変更前                                               単位：人 

 現状 
提供 

可能量 

実施時期 

平成 

27 年度 

平成 

28 年度 

平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

平成 

31 年度 

①量の見込み 597 580 564 551 544 519 512 

②確保 

方策 

特定教育･保

育施設（保育

所・認定こども

園） 
  580 580 580 580 580 

②-①   16 29 36 61 68 

【量の見込みと確保方策】   変更後                                               単位：人 

 現状 
提供 

可能量 

実施時期 

平成 

27 年度 

平成 

28 年度 

平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

平成 

31 年度 

①量の見込み 597 580 564 551 544 519 512 

②確保 

方策 

特定教育･保

育施設（保育

所・認定こども

園） 
  580 580 580 614 614 

②-①   16 29 36 95 102 

 

単位：人 

利用定員の変更 変更前 変更後 比較 時期 

あかしあこども園 ０ ４４ ４４ 平成３０年４月１日開園 

共興保育園 ６０ ５０ ▲１０ 平成３０年４月１日変更 

計 ６０ ９５ ３４  

平成２８年４月の子ども・子育て会議であかしあこども園の定員について協議。 

 

  



（４） ３号認定（保育所及び認定こども園＋地域型保育）０歳～２歳児 

【量の見込みと確保方策】   変更前                                               単位：人 

 現状 
提供 

可能量 

実施時期 

平成 

27 年度 

平成 

28 年度 

平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

平成 

31 年度 

①量の見込み 307 320 310 305 299 290 284 

②確保 

方策 

特定教育･保

育施設（保育

所・認定こども

園・地域型保

育 

  320 320 320 320 320 

②-①   10 15 21 30 36 

【量の見込みと確保方策】   変更後                                               単位：人 

 現状 
提供 

可能量 

実施時期 

平成 

27 年度 

平成 

28 年度 

平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

平成 

31 年度 

①量の見込み 307 320 310 305 299 290 284 

②確保 

方策 

特定教育･保

育施設（保育

所・認定こども

園・地域型保

育 

  320 320 320 350 350 

②-①   10 15 21 60 66 

 

単位：人 

利用定員の変更 変更前 変更後 比較 時期 

あかしあこども園 ０ ３０ ３０ 平成３０年４月１日開園 

平成２８年４月の子ども・子育て会議であかしあこども園の定員について協議。 

 

あかしあこども園の利用定員                       単位：人 

 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 計 

１号定員       １５ １５ １６ ４６ 

２号定員       １５ １５ １４ ４４ 

３号定員 ３ １２ １５       ３０ 

計 ３ １２ １５ ３０ ３０ ３０ １２０ 

 



公定価格………内閣総理大臣が定める基準により算定した費用の額 

       ➢児童一人を教育・保育するために必要な費用 

利用者負担額…政令で定める額を限度として市町村が定める額 

施設型給付費…国・県・市（1/3 ずつ負担）が園に対して行う財政支援 

「公定価格」－「利用者負担額」＝「施設型給付費」 

【公定価格】                        単位：円 

地域区分 定員区分 認定区分 年齢区分 基本分単価 

その他地域 ７６～９０人 １号認定 ４歳以上児 ３２，４９０ 

３歳児 ３９，０４０ 

その他地域 １３６～１５０人 １号認定 ４歳以上児 ２７，５４０ 

３歳児 ３４，０９０ 

 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

八日市場幼稚園 ５８ ５３ ４９ ５１ ４１ 

のさか幼稚園 ４７ ３７ ３３ ３１ ４１ 

その他地域 ４１～５０人 ２号認定 ４歳以上児 ５２，８５０ 

３歳児 ５９，２９０ 

３号認定 １、２歳児 １０７，６５０ 

０歳児 １７２，０７０ 

その他地域 ５１～６０人 ２号認定 ４歳以上児 ４７，２５０ 

３歳児 ５３，６９０ 

３号認定 １、２歳児 １０２，０５０ 

０歳児 １６６，４７０ 

 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

共興保育園 ７１ ７１ ７４ ６６ ５３ 

 



平成２９年４月１日現在

名　　称 経営主体 所　　在　　地 定員

八日市場幼稚園 匝瑳市 八日市場イ２３９４ 90

のさか幼稚園 匝瑳市 今泉６５２７ 90

あかしあ幼稚園 学校法人実川学園 飯倉２－５ 100

280

八日市場保育所 匝瑳市 八日市場イ２３５３－１ 120

豊和保育所 匝瑳市 大寺１４２８ 60

吉田保育所 匝瑳市 吉田４０１０－４ 60

豊栄保育所 匝瑳市 飯倉１６１５－１ 60

椿海保育園 (福)椿海福祉会 椿９６９－１ 100

共興保育園 (福)共興福祉会 東小笹１２０－１ 60

須賀保育園 (福)豊島福祉会 横須賀２９１４ 150

平和保育所 (福)平和福祉会 平木３３８１ 90

匝瑳保育園 (福)匝瑳福祉会 堀ノ内３６０ 30

東保育園 (福)東保育園 野手６０４４ 80

栄保育園 (福)栄保育園 栢田９４１－１ 90

900

保育所

幼稚園

市内幼稚園・保育所一覧表

計

計



第４章　施策の推進方向

１. 子育て支援の充実と子育ちをみんなで支えるまちづくり

子育て家庭への支援

（１） 子育て支援サービスの充実

地域子育て支援センターの設置 　（福祉課） 進捗状況

未実施

子育て情報マップの作成・配布 　（学校教育課、健康管理課、福祉課） 進捗状況

未実施

地域子育て相談の充実 　（福祉課） 進捗状況

実施

子育て支援総合コーディネーター 　（福祉課） 進捗状況

未実施

つどいの広場事業 　（福祉課） 進捗状況

実施

子育てサークルの支援 　（福祉課） 進捗状況

実施

匝瑳市子ども・子育て支援事業計画の点検評価について

保育所における地域子育て支援センターとしての役割をさらに促進するとともに、地域子育て支援センターの設置を図りま
す。

各種子育て支援情報をコンパクトにまとめた子育て情報マップを毎年更新し、関係機関等に配布します。

各保育所(園)で実施している地域の子育て家庭に対する育児相談･指導の充実を図ります。

地域における多様な子育て支援情報を一元的に把握する｢子育て支援総合コーディネーター｣の配置について検討します。

野栄福祉センター内及び旧八日市場幼稚園米倉分園内で実施しているつどいの広場の内容の充実を図り、より多くの子育
てをしている親子の利用を促進し、子育ての負担の緩和、安心な子育て・子育ちができる環境づくりを推進します。

子育てサークルの活動の場の提供等、母親の自主的活動の支援に努めます。
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一時預かりの拡充 　（福祉課） 進捗状況

実施

（２） 保育サービスの充実

延長保育 　（福祉課） 進捗状況

実施

一時預かりの拡充（再掲） 　（福祉課） 進捗状況

実施

乳幼児保育 　（福祉課） 進捗状況

実施

障害児保育 　（福祉課） 進捗状況

実施

病児・病後児保育 　（福祉課） 進捗状況

未実施

保育所(園)の子育て支援機能の充実 　（福祉課） 進捗状況

実施

幼稚園の子育て支援機能の充実 　（学校教育課） 進捗状況

実施

幼保連携の検討 　（学校教育課、福祉課） 進捗状況

実施

保育所を利用していない家庭における保護者の育児疲れ解消、疾病や災害等による一時的な保育需要に対応し、安心して
子育てができる環境を整備します。

保護者の利便性向上を図るため、利用しやすい延長保育をめざします。

保育所を利用していない家庭における保護者の育児疲れ解消、疾病や災害等による一時的な保育需要に対応し、安心して
子育てができる環境を整備します。

安定的に乳幼児保育を実施するため、保育士の確保や年度途中入所のニーズに対応できるよう推進を図ります。

一人ひとりの発達や障害の状態に応じ適切に対応をします。

病気にかかっている児童や回復してきている児童の保育を推進し、仕事等の都合により家庭で保育することが困難な保護者
の負担軽減を図るため、病児・病後児保育の実施について検討します。

保育所(園)において、子育てサークルの育成や情報提供、園庭開放による遊び場の提供等、子育て支援機能の充実に努め
ます。

幼稚園における預かり保育、未就園児教室、交流教育等の充実を図ります。

教育と保育を一体的に行い、幼稚園と保育所(園)の機能や特長をあわせ持つ幼保連携について検討します。
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保育施設・設備の充実 　（学校教育課、福祉課） 進捗状況

実施

（３） 経済的負担の軽減

出産育児一時金の支給 　（市民課） 進捗状況

実施

児童手当の給付 　（福祉課） 進捗状況

実施

第３子以降の保育料無料化 　（学校教育課、福祉課） 進捗状況

実施

保育所(園)保育料の軽減 　（福祉課） 進捗状況

実施

幼稚園就園等に対する援助 （学校教育課） 進捗状況

実施

就学援助 （学校教育課） 進捗状況

実施

第３子以降の学校給食費の減免 （学校給食センター） 進捗状況

実施

子ども医療費助成事業 （健康管理課） 進捗状況

実施

18歳未満の子どもが3人以上いる家庭を対象に、第3子以降の幼稚園及び保育所(園)の保育料を無料にします。

保護者の所得の状況に応じた適正な保育料となるよう、保育料の軽減に努めます。

幼稚園に通園する園児の保護者に対し、経済的負担の軽減を図るため、園児の属する世帯の所得状況に応じた保育料等
の一部の減免・助成を継続します。

経済的理由で、児童・生徒に義務教育を受けさせることが困難な保護者に対し、学用品費・通学用品費・校外活動費・修学
旅行費・新入学学用品費・学校給食費・医療費等の援助を行います。

18歳未満の子どもが3人以上いる家庭を対象に、第3子の学校給食費を1/2に、第4子以降の給食費を無料にします。

0歳から中学校3年生までの子どもの医療費を保険診療の範囲内で助成します。

保育施設（幼稚園等を含む）については、防災（耐震）、防犯、バリアフリー等の観点から、機能の維持･充実に努めます。

国保被保険者の出産に対し、出産育児一時金を支給します。

中学校修了前の児童・生徒を対象に、家庭における生活の安定と、次代の社会を担う児童・生徒の健全な育成及び資質向
上に役立てることを目的とし、児童手当を支給します。
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未熟児養育医療給付事業 （健康管理課） 進捗状況

実施

子育て・子育ちを地域で支える意識づくり 

（１） 地域ぐるみの子育て・子育ち支援の意識の醸成

地域ぐるみの意識の醸成 （福祉課） 進捗状況

実施

児童委員及び主任児童委員の活動の周知 （福祉課） 進捗状況

実施

地域社会における子育て支援体制づくり

（１） 地域における子育て支援のネットワークづくり

子ども会育成連絡協議会支援事業 （生涯学習課） 進捗状況

実施

ＰＴＡ活動支援事業 （生涯学習課） 進捗状況

実施

スポーツ活動支援事業 （生涯学習課） 進捗状況

実施

（２） 地域資源活用による子育て支援

学習機会の拡充 （生涯学習課） 進捗状況

実施

地域資源の活用 （環境生活課） 進捗状況

実施

小学生から高齢者まで、幅広く、より多くの方が参加できる講座や各種教室を開催します。

各地区コミュニティセンターを子育て支援及び親子交流の場として活用します。

病院又は診療所に入院する必要がある未熟児に対し、養育に必要な医療の給付又は養育医療費の支給を行います。

広報やホームページを活用し、地域ぐるみの子育て･子育ち支援の意識啓発活動を進めます。

子どもが健康に育つための子育てについての相談、子どもの見守り、児童相談所への窓口等、地域における児童委員及び
主任児童委員の活動内容について引き続き周知を図ります。

子ども会関係者との連絡を密にして、互いに協力しあい、市内の子どもの活動の発展を図ります。

市内の小・中学校及び幼稚園のＰＴＡが連携し、市内の教育進展に寄与することを目的とする事業への支援をします。

スポーツ振興を目的として、市民に対してスポーツ技術の指導その他スポーツに関する指導及び助言を行います。
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ファミリー・サポート・センター事業の検討 　（福祉課） 進捗状況

一部実施

仕事と子育てが両立できる環境の整備

（１） 多様な働き方の実現、働き方の見直し

父親の育児参加の促進 　（産業振興課） 進捗状況

未実施

多様な働き方への支援 　（環境生活課） 進捗状況

未実施

（２） 仕事と子育て両立支援の推進

乳幼児保育の充実 　（福祉課） 進捗状況

実施

延長保育の充実 　（福祉課） 進捗状況

実施

育児･介護休業制度の周知 　（産業振興課） 進捗状況

実施

放課後児童クラブの充実 　（学校教育課） 進捗状況

実施

放課後子ども教室の充実 （学校教育課） 進捗状況

実施

保護者の就労形態の多様化に伴う延長保育の需要に対応します。

育児・休業取得率の上昇をめざし、育児･介護休業制度を関係機関の指導により周知します。

保護者が就労等により昼間家庭にいない児童を対象に、授業の終了した放課後の生活の場を確保し、適切な遊びや指導を
行い、児童の健全な育成を図ります。

子どもたちに放課後の安全・安心な活動場所を提供し、さまざまな学びや体験活動を通して生きる力の向上や地域の人間関
係づくりを図ります。

ファミリー・サポート・センター事業の実施について、人材や団体等地域の有する資源の活用を考慮し、検討します。

父親が子どもを持つことの喜びを感じ、育児に対する責任を認識するとともに、積極的に育児に対応できるよう「育児のため
の休暇取得プログラム」等の情報提供を行います。

ＮＰＯの活動等の多様な働き方を支援します。

仕事と子育ての両立を支援するため、乳幼児保育の需要に対応できるよう受け入れ体制等の整備を進めます。
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支援を必要とする子どもと家庭への取組みの推進

（１） 児童虐待の防止策の充実

孤立感・不安の解消 （健康管理課） 進捗状況

実施

相談事業の周知 （福祉課） 進捗状況

実施

一時預かりの拡充（再掲） （福祉課） 進捗状況

実施

関係機関の協力による早期発見 （健康管理課） 進捗状況

実施

保育所(園)、幼稚園、小・中学校における早期発見 （学校教育課、福祉課） 進捗状況

実施

市民の協力による早期発見 （福祉課） 進捗状況

実施

要保護児童対策地域協議会事業 （福祉課） 進捗状況

実施

保育所を利用していない家庭における保護者の育児疲れ解消、疾病や災害等による一時的な保育需要に対応し、安心して
子育てができる環境を整備します。

母子保健事業・こんにちは赤ちゃん事業において、育児困難家庭や虐待等の把握に努めます。

保育所(園)、幼稚園、小・中学校では、児童や保護者に接する機会が多いことを踏まえ、児童虐待の早期発見や児童虐待の
防止のための指導・啓発に努めます。

「広報そうさ」で毎月相談日を周知し、特に11月の児童虐待防止月間では早期発見の重要性を周知します。家庭児童相談
室のパンフレットも2年に一度更新し、学校、保育所、公民館等に配布し、今後も市民が協力できるよう呼びかけを継続しま
す。

要保護児童対策地域協議会による関係機関とのネットワークを最大限に活用し、情報の共有化等を図り、児童虐待に際して
適切な対応に努めます。

母子保健事業において保護者の不安をよく受け止め、助言し、自信をもって育児ができるようにします。また、意識的に母親
同士の交流の場を持つことにより、孤立感・不安の解消に努めます。

家庭児童相談室や各保育所(園)等で実施している子育て相談等の相談事業についての周知と活用を促進します。
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（２） ひとり親家庭への自立支援の推進

自立支援・就業相談等の情報提供 （福祉課） 進捗状況

実施

母子寡婦福祉会への支援 （福祉課） 進捗状況

実施

母子家庭等への居住の安定確保 （都市整備課） 進捗状況

実施

放課後児童クラブ及び放課後子ども教室の優先的利用 （学校教育課） 進捗状況

実施

児童扶養手当の給付 （福祉課） 進捗状況

実施

ひとり親家庭等医療費助成 （福祉課） 進捗状況

実施

母子家庭等対策総合支援事業 （福祉課） 進捗状況

実施

養育費の確保 （福祉課） 進捗状況

一部実施母子家庭等の母親等が養育費を確保できるよう、支援を行います。

母子家庭の母親や寡婦の方が生活の安定と向上をめざして、自主的に活動する団体で、お互いに情報を交換したり、親睦
を深めています。今後は、若年母子の会員募集等、会の充実を支援します。

母子家庭等の居住の安定確保のために公営住宅への入居について配慮します。

放課後児童クラブ及び放課後子ども教室における母子家庭等の優先的利用を図り、保護者の就業や児童の育成を支援しま
す。

母子家庭等の生活安定と自立の促進を目的として、母子家庭又は父が重度の障害を有する家庭へ児童扶養手当の支給を
しています。今後も、支援を必要としている家庭へ適切な支給に努めます。

ひとり親家庭の医療費、調剤にかかる経済的負担と精神的不安を軽減するため、ひとり親家庭等の父母又は児童を養育して
いる方に、児童が病院等で受診した時に支払う健康保険の自己負担額の一部を助成しており、今後も適切に制度が利用さ
れるよう周知に努めます。

母子・父子家庭の自立の支援を図るため、就職に有利な教育訓練及び資格取得のための訓練の受講に係る費用の一部又
は訓練促進費を支給します。

母子家庭等に対する情報提供を行うとともに、母子・父子自立支援員による相談、支援活動の充実を図ります。
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（３） 障害を持つ子どもへの支援

早期発見体制の整備 （健康管理課、学校教育課、福祉課） 進捗状況

実施

フォロー体制の整備 （健康管理課） 進捗状況

実施

療育体制の整備 （福祉課） 進捗状況

実施

障害児保育等の充実 （学校教育課・福祉課） 進捗状況

実施

就学指導の充実 （学校教育課） 進捗状況

実施

担当教員の研修と相談機能の充実 （学校教育課） 進捗状況

実施

特別支援教育就学奨励費の支給 （学校教育課） 進捗状況

実施

障害児に対する助成 （福祉課） 進捗状況

実施

保育所（園）心理発達巡回相談 （福祉課） 進捗状況

実施

学習障害、注意欠陥・多動性障害、高機能自閉症等に対する理解を深めるため、担当教員の研修への派遣や担当教員の
研修の実施に努めます。

小・中学校の特別支援学級に在籍している子どもに関して、保護者の経済的負担を軽減するために今後も継続して支給しま
す。

障害児福祉手当、特別児童扶養手当等、障害の程度や所得要件等に応じて適切に支給を図ります。

心理発達相談員が保育所(園)を巡回し、児童の心理発達、行動分析、保育士へのアドバイス等を行い、適切な保育の推進
を図ります。

母子保健事業や幼稚園・保育所(園)を通して、病気や発達・発育の問題の早期発見に努めます。

発達が心配な子どもに対して、心理発達相談員等による専門的な相談の場を活用し、継続的な支援を行っていきます。

心身の発達、機能回復訓練、集団生活への適応等、マザーズホームを通して発達支援に努めます。

障害を持つ子どもの保育等に対応できるよう、教員及び保育士の確保に努めます。

心身障害児就学指導委員会に諮り、関係機関との連携により、対象児の把握・保護者の意向を聴取し、本人と保護者の意思
を最大限尊重した就学指導に努めます。
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２. 子どもが安全で安心して成長できるまちづくり

子育てを支援する生活環境の整備

（１） 良質な居住環境の確保

市営住宅の充実 （都市整備課） 進捗状況

実施

（２） 安心して外出できる環境の整備

道路交通標識等の整備 （建設課） 進捗状況

実施

公共施設のバリアフリー化 （関係各課） 進捗状況

実施

商業施設等への啓発 （産業振興課） 進捗状況

実施

子どもの遊び場の確保 （都市整備課） 進捗状況

実施

安全対策の推進

（１） 子どもを犯罪等から守るための活動の推進

犯罪等に関する情報の提供 （学校教育課、環境生活課） 進捗状況

実施

公共施設の子育てバリアフリー化を進めます。

市内の商業施設等へ施設設備等の子育てバリアフリー化を啓発・促進します。

子どもやその家族等が安全な環境で安心して遊ぶことのできる公園や遊び場等の整備に努めます。

市内や近隣で犯罪等が発生した場合、幼稚園・小・中学校保護者に対して、速やかに情報提供をメール配信システムにて
行います。市内や近隣での犯罪や不審者の発生について、警察署や防犯関係団体と連携し、保護者等へ速やかに情報を
提供するシステムについて検討します。

質の高い市営住宅の提供を図ります。

子どもや子ども連れの家族等が安全に安心して通行できる道路交通標識等の整備を進めます。
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地域全体での取組みの推進 （学校教育課、環境生活課） 進捗状況

実施

各種団体による子どもの安全対策 （環境生活課、学校教育課） 進捗状況

実施

防災行政無線を活用した子どもの安全対策 （総務課、学校教育課） 進捗状況

実施

｢子ども110番の家｣の拡大 （学校教育課） 進捗状況

実施

地域防犯パトロール （学校教育課、環境生活課） 進捗状況

実施

保育所(園)、幼稚園、小・中学校における防犯対策の充実 （学校教育課、福祉課） 進捗状況

実施

（２） 子どもを交通事故や災害から守る活動の推進

交通安全教育の実施 （環境生活課、学校教育課、福祉課） 進捗状況

実施

子どもたちを犯罪から守るために、地域住民の協力を得て、見守り活動の組織づくりを進めます。また、防犯協会と緊密に連
携し、各地域の防犯協会支部を中心に、自治会、老人クラブ等の各種団体が協力し合うことにより、地域ぐるみで子どもたち
を見守っていく地域づくりを推進します。

防犯協会、自治会、老人クラブ等の各種団体が協力し合い、見守り活動に取り組み、地域ぐるみで子どもたちの安全確保を
図ります。

毎日の防災行政無線を活用した広報により、子どもの安全確保を図ります。

子どもたちが安全で安心に登下校できるように、「こども110番の家」の拡大に努めます。

小学校ＰＴＡ等を中心とした、地域防犯パトロール活動を支援します。

保育所(園)、幼稚園、小・中学校において、セキュリティシステムの整備等、防犯対策の充実に努めます。

子どもたちを交通事故から守るために、交通安全教育を保育所(園)や幼稚園、小・中学校で実施し、歩行の仕方、自転車
の乗り方等、警察署及び交通安全協会と連携を図りながら取り組みます。

また、地域住民の協力を得て、児童・生徒の登下校に合わせて安全パトロールを組織的に実施します。市内の幼児から高
齢者までを対象として、心身の発達に応じた段階的かつ体系的な交通安全教室を開催します。
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避難訓練の実施 （学校教育課、福祉課） 進捗状況

実施

３. 子どもの健やかな成長を育む親を支援するまちづくり

親と子どもの健康の確保・増進

（１） 安全な妊娠と出産の支援

母子健康手帳交付・妊婦相談 （健康管理課） 進捗状況

実施

母性健康管理指導事項連絡カードの活用 （健康管理課） 進捗状況

実施

妊産婦訪問指導 （健康管理課） 進捗状況

実施

マタニティクラス（両親学級） （健康管理課） 進捗状況

実施

ハイリスク妊婦に対する個別指導 （健康管理課） 進捗状況

実施

妊娠中の飲酒･喫煙の影響についての啓発 （健康管理課） 進捗状況

実施

妊娠、分娩、産褥、授乳、育児に関する具体的な知識を普及するとともに、参加者同士が交流することで不安の解消に努め
ます。また、父親の参加促進を積極的に行います。

身体的・社会的・精神的に支援が必要とされる妊婦には、関係機関と連携を図り、個別に対応することで、安心・安全な出産
を迎えられるように支援します。

妊娠・育児中の飲酒や喫煙が胎児や子どもに及ぼす影響について、知識の普及に努めます。

災害発生時や不審者侵入の際に速やかな対応ができるよう幼稚園、保育所(園)、小・中学校において、消防署や警察署と連
携を図り、避難訓練を定期的に実施します。

妊娠、出産、育児を通じて、母と子の一貫した健康管理を行うため、母子健康手帳を交付し、健康の維持増進に役立てま
す。

働きながら安心して妊娠・出産を迎えるために、母子健康手帳交付時やマタニティクラスで周知に努めます。

訪問により、個々に合わせた相談に応じることで不安の解消に努めます。
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医療機関委託妊婦一般健康診査事業 （健康管理課） 進捗状況

実施

不妊についての支援 （健康管理課） 進捗状況

実施

（２） 子どもの健やかな成長と発達への支援

乳幼児健康診査 （健康管理課） 進捗状況

実施

医療機関委託乳児一般健康診査 （健康管理課） 進捗状況

実施

母子健康相談 （健康管理課） 進捗状況

実施

こんにちは赤ちゃん訪問（乳児家庭全戸訪問事業） （健康管理課） 進捗状況

実施

離乳食教室 （健康管理課） 進捗状況

実施

乳児健康診査受診票（9～11か月の間に受診できる）を交付することで健診費用の助成を行います。

保護者が育児で困った時に、いつでも相談できる相談窓口をめざしています。電話や来所相談のほか、乳幼児健康相談に
おいても専門職による相談を行っていきます。

子育ての孤立化を防ぐために、乳児のいる全ての家庭を乳児訪問員が訪問し、保護者の様々な不安や悩みを聞き、育児の
情報提供を行っていきます。

5～8か月の乳児を持つ保護者を対象に、離乳食の調理と試食をします。また、保護者同士の交流の場を提供します。

妊婦の健康保持・推進を図るため、妊婦が必要な健診回数14回分の妊婦健診受診票を交付することで健診費用の助成を
行います。

不妊治療を行っている医療機関等の情報を伝え、特定不妊治療費助成事業の啓発をします。また、個別相談に応じ、関連
機関の紹介等の支援をします。

健康診査で疾病や発達障害等の早期発見に努めます。また、専門職による子どもの発達段階に合わせた相談により育児不
安の解消を努めます。また、未受診者に対しては、保健師が家庭訪問し、発育・発達状態と育児状況の確認をしていきます。
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予防接種の早期実施の徹底 （健康管理課） 進捗状況

実施

子育てに関する情報提供 （健康管理課） 進捗状況

実施

育児支援家庭訪問事業 （福祉課） 進捗状況

実施

すくすく歯っぴい(１歳児歯科相談） （健康管理課） 進捗状況

実施

発達相談言語相談 （健康管理課） 進捗状況

実施

未熟児・新生児・乳幼児家庭訪問指導 （健康管理課） 進捗状況

実施

保育所(園)・幼稚園巡回歯科保健指導 （健康管理課） 進捗状況

実施

小学校巡回歯科指導 （健康管理課） 進捗状況

実施

乳幼児から小・中学生及び高校生の対象者が100％受けられるよう未受診者の再通知や健診時の予防接種の勧奨に努めま
す。

養護教諭との連携を図り小学生の歯科保健指導の支援に努めます。

様々な機会を利用して、子どもの発育・発達と、事故予防を含めた育児に関する正しい知識の普及に努めます。

児童の養育について支援が必要でありながら、積極的に自ら支援を求めていくことが困難な状況にある家庭に過度な負担が
かかる前の段階において訪問による支援を実施します。

１歳児をもつ保護者に対し個別相談を実施し、歯みがきの動機付けを行うとともに、離乳完了期の食事や育児についての相
談を実施します。

心理発達相談員、言語聴覚士による個別相談で専門的なアドバイスを得ながら、保護者が安心して育児ができるよう努めま
す。

未熟児・新生児・乳幼児のいる家庭に対し、助産師や保健師等が家庭訪問を実施して子育てに関する様々な悩みや相談事
に対応します。

3、4、5歳児を対象に歯科保健指導を実施します。
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（３） 小児医療の充実

小児救急医療体制の整備 （市民病院） 進捗状況

一部実施

子ども医療費助成事業（再掲） （健康管理課） 進捗状況

実施

未熟児養育医療給付事業（再掲） （健康管理課） 進捗状況

実施

休日在宅当番医制事業 （健康管理課） 進捗状況

実施

子どもの健康の確保

（１） 「食育」の推進

わんぱくクッキング （健康管理課） 進捗状況

実施

親子料理教室 （健康管理課） 進捗状況

実施

（２） 思春期の心と身体の健康づくり

命の教育（性教育） （健康管理課、学校教育課） 進捗状況

実施

小学校家庭教育学級の親子を対象に、食品や調理方法について学ぶために料理教室を開催します。また、望ましい食事の
とり方や、よりよい食生活が身につくよう、保健推進員による栄養・生活リズムについての紙芝居と栄養士による講話を行いま
す。

中学生とその保護者を対象に家庭・学校・地域の連携の下に、様々な教育の場を活用して、命の教育を推進し、自他の命の
大切さについて再認識し、また、性に関する正しい知識の普及を図ります。 また、中学生が赤ちゃんとのふれあい体験をす
ることで、育児の大変さを理解し、命、家族の大切さを学ぶ機会を提供していきます。

市内及び近隣の小児医療を担う医療機関との連携の強化を促進し、小児救急医療体制の整備に努めます。

0歳から中学校3年生までの子どもの医療費を保険診療の範囲内で助成します。

病院又は診療所に入院する必要がある未熟児に対し、養育に必要な医療の給付又は養育医療費の支給を行います。

地域住民の健康と安全を守るため、休日における在宅当番医による急病患者の診療の継続に努めます。

２歳以上の幼児と保護者を対象に、食に興味を持つことを目的に、食品にふれ、名前を知り、いろいろな食べ物の味を覚え
たり、手づくりおやつやバランスのとれた食事について学びながら、保護者同士の交流も図ります。
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未成年の喫煙・飲酒の防止 （学校教育課） 進捗状況

実施

思春期における心の問題に係る専門家の確保 （学校教育課） 進捗状況

実施

子どもが健やかに育つための環境づくり

（１） 子どもの権利を守るまちづくり

中学生模擬議会開催 （学校教育課） 進捗状況

実施

適応支援教室 （学校教育課） 進捗状況

実施

（２） 次代を担う人づくり

意識の啓発 （学校教育課） 進捗状況

実施

乳幼児とふれあう機会の創出 （福祉課、学校教育課） 進捗状況

実施

中学生による模擬議会を開催し、中学校社会科「地方自治と住民」の学習内容を、体験を通して理解するとともに、市議会の
果たす役割について、中学生が認識を深める機会として提供します。

匝瑳市適応支援教室「さわやかルーム」を開設、子どもサポーター（適応支援教室支援員）として非常勤講師を配置し、不登
校児童・生徒の一人ひとりの実態に即し、カウンセリングや相談活動等を通して個々の能力の向上をめざすとともに、小集団
活動の充実を図り、社会性・協調性を育み学校復帰や社会的自立を支援します。

家庭や学校教育の中で、男女が協力して家庭を築くことや、子どもを生み育てることの意義に関する教育・広報・啓発を行い
ます。

保育所(園)と学校の連携により、総合学習の時間や夏休み等を利用して、小学生、中学生及び高校生が乳幼児とふれあう機
会を創出し、継続した活動になるよう努めます。　保育所(園)でのふれあいの機会を促進します。

子どもたちの規範意識を高めるため、また未成年の喫煙、飲酒を防止するために、家庭・学校・地域・事業者が協力し、取り
組みます。

学校における教育相談の機能の強化を図り、いじめや不登校等の問題に対応するためにスクールカウンセラーを配置して、
相談活動を行っています。携帯電話やインターネットを使ってのいじめ等新たな課題が出てきており、さらに専門家の確保に
努めます。
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子ども体験活動支援センター （学校教育課） 進捗状況

実施

他世代とのふれあいの機会の創出 （学校教育課） 進捗状況

実施

中学生及び高校生による企画事業の創出 （学校教育課） 進捗状況

未実施

職業体験機会の充実 （学校教育課） 進捗状況

実施

学習機会の拡充 （生涯学習課） 進捗状況

実施

遊び場・居場所の確保 （環境生活課、生涯学習課、都市整備課） 進捗状況

実施

指導者の確保・養成 （高齢者支援課、生涯学習課） 進捗状況

実施

子ども会活動支援 （生涯学習課） 進捗状況

実施

地域住民（ＰＴＡ・老人クラブ等）の協力を得て、スポーツ活動等の指導者の確保に努めるとともに、子どもの遊び支援やボラ
ンティア活動の指導者の確保・育成に努めます。

ジュニアリーダーの育成や、行事等の充実を図るとともに、行事の実施に当たり、そうさ市子ども会育成連絡協議会が中心と
なって企画を進められるよう支援し、活動の充実・発展を促進します。

地域住民が参加する行事等を通して、児童・生徒と他世代との交流を深めます。また、青少年を主体に地区、学校、ＰＴＡ等
が連携し、児童・生徒と他世代との交流を深めます。

中学生及び高校生によるイベントの企画運営を通し、子どもの自主性を育みます。

在学中から職業意識を啓発するため、学校と市内の企業等の協力･連携の下に、中学生及び高校生の職業体験の機会を設
けます。

小学生から高齢者まで、幅広く、より多くの方が参加できる講座や各種教室を開催します。

公民館、図書館、コミュニティセンター、学校の余裕教室等既存施設の有効利用や校庭・園庭の開放、児童遊園の遊具器具
等の安全・点検管理を図り、子どもの遊び場・居場所の確保に努めます。

小学生及び中学生を対象とした社会体験活動、ボランティア活動の場を開拓し、情報提供や個別相談、アドバイスを行いま
す。
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（３） 生きる力を育む環境の整備

幼児教育の充実 （学校教育課、福祉課） 進捗状況

実施

障害児の幼児教育の充実 （学校教育課） 進捗状況

実施

学力の向上 （学校教育課） 進捗状況

実施

スポーツ教室の開催 （生涯学習課） 進捗状況

実施

子ども週末活動等支援事業 （生涯学習課） 進捗状況

実施

八匝少年少女発明クラブ （生涯学習課） 進捗状況

実施

週末等における子どもの活動支援や地域の教育力を活性化する取組みを推進します。親子自然観察会や子ども会の各種
行事を通して、子どもたちは他校や異学年の仲間たちとのコミュニケーションを図ったり、大人たちも行事運営の協力等を通
して親同士の親睦が図られ、地域で子どもを育てることの大切さを実感できてきています。さらに、親子を対象とした行事を充
実させることにより、地域の教育力の向上をめざします。

八匝少年少女発明クラブの活動を推進し、ものづくりの喜びや人間関係を深めていくことを援助します。また、他地域への出
品等を通して意欲を高め、積極的に活動します。

幼児教育の充実に向けて、幼児教育の情報提供、幼稚園の教育活動及び教育環境の充実、幼稚園や保育所(園)と小学校
との連携を推進します。

満3歳以上の障害児で、幼稚園で行う集団活動が可能な幼児については、幼稚園において受け入れを行い、幼児教育の充
実を図ります。

知識・技能はもとより、学ぶ意欲、思考力、表現力、問題解決能力等まで含めた確かな学力の向上に向けた取組みを進めま
す。

健やかな身体の育成に向けて、子どもが生涯にわたってスポーツに親しむ習慣、意欲及び能力を育成するための取組みを
推進します。
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信頼される学校づくり （学校教育課） 進捗状況

実施

（４） 家庭や地域の教育力の向上

子ども情報誌の配布 （生涯学習課） 進捗状況

実施

青少年相談員 （生涯学習課） 進捗状況

実施

地域の教育資源の開放 （学校教育課） 進捗状況

実施

地域人材の教育現場への活用 （学校教育課） 進捗状況

実施

メディアの影響についての学習会の開催 （生涯学習課） 進捗状況

実施

より複雑さを増す青少年を取り巻く社会環境の浄化を図るため、青少年相談員活動を通じて青少年の非行・いじめ等の諸問
題に取り組みます。

地域住民の体験活動の場として、今後も学校施設の開放を行います。

総合学習で、地域住民の豊かな知識や技術にふれあうことができるよう今後も地域の人材の登用を行います。

テレビが幼児に与える影響や、携帯電話やインターネットが中高生に与える影響等を研究するための学習会等の開催を検
討します。

信頼される学校づくりに向けて、地域及び家庭と学校との連携・協力の取組み、地域に根ざした特色ある学校づくり、教員一
人ひとりの能力や実績等を適正に評価する仕組み、安全な学校施設の整備を推進します。

子どもたちにとって、良質の自然体験や社会体験に関する情報をこれまで以上に提供し、一人でも多くの子どもたちに感動
や実感ができるよう事業を継続します。また、本市の良さについても積極的に取り上げ、郷土愛を育みます。
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